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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月3日(2018.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線周波数送受信機システムであって、
　伝送された信号をある伝送周波数で伝送するための送信機と、
　前記伝送された信号を受信された伝送された信号として受信するための受信機であって
、前記受信機は、前記受信された伝送された信号を前記伝送周波数から中間周波数に受信
機中間周波数信号としてダウンコンバートするための、ある局部発振器周波数における局
部発振器信号を有する局部発振器を含む、受信機と、
　前記送信機からの信号に従って、基準信号を前記受信機の局部発信器周波数から前記中
間周波数に送信機中間周波数信号としてダウンコンバートするための、前記送信機と関連
付けられた送信機ダウンコンバータと、
　前記局部発振器信号を前記受信機の局部発振器から前記送信機ダウンコンバータに伝達
するための、前記受信機の局部発振器から前記送信機ダウンコンバータへの基準信号経路
と、
　前記受信機中間周波数信号と前記送信機中間周波数信号との間の位相差を測定するため
の位相コンパレータと
　を備え、
　前記基準信号をダウンコンバートするための前記送信機からの信号は、前記局部発振器
信号の変調であり、前記伝送された信号はまた、前記局部発振器信号の変調である、無線
周波数送受信機システム。
【請求項２】
　前記基準信号をダウンコンバートするための前記送信機からの信号は、前記伝送された
信号である、請求項１に記載の無線周波数送受信機システム。
【請求項３】
　前記基準信号をダウンコンバートするための前記送信機からの信号は、前記伝送された
信号の変調である、請求項１に記載の無線周波数送受信機システム。
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【請求項４】
　無線周波数送受信機システムを較正するための方法であって、前記無線周波数送受信機
システムは、
　ダウンコンバータを伴う送信機であって、前記送信機は、伝送された信号を出力する、
送信機と、
　局部発振器信号を伴う受信機であって、前記受信機は、受信された信号を前記局部発振
器信号と混合することにより、受信機中間周波数信号を生成する、受信機と
　を有し、
　前記方法、
　基準信号経路を介して前記受信機から前記送信機のダウンコンバータに前記局部発振器
信号を伝達することと、
　前記送信機のダウンコンバータを介して前記受信機からの前記局部発振器信号を前記伝
送された信号と混合することによって、前記送信機において送信機中間周波数信号にダウ
ンコンバートすることであって、前記ダウンコンバートすることは、前記局部発振器信号
の変調に従い、前記伝送された信号はまた、前記局部発振器信号の変調である、ことと、
　前記受信機中間周波数信号と前記送信機中間周波数信号との間の位相差を測定すること
と、
　前記位相差に従って、前記送受信機システムを較正することと
　を含む、方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　加えて、本発明の別の実施形態によると、伝送された信号を伴う送信機と、局部発振器
信号および受信機中間周波数信号を伴う受信機と、送信機ダウンコンバータとを有する、
無線周波数送受信機システムを較正するための方法であって、方法は、（ａ）ダウンコン
バータを介して、局部発振器信号に従って、伝送された信号を送信機中間周波数信号にダ
ウンコンバートすることと、（ｂ）受信機中間周波数信号と送信機中間周波数信号との間
の位相差を測定することと、（ｃ）位相差に従って、送受信機システムを較正することと
を含む、方法もまた、提供される。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　無線周波数送受信機システムであって、
　伝送された信号をある伝送周波数で伝送するための送信機と、
　前記伝送された信号を受信された伝送された信号として受信するための受信機であって
、前記受信機は、前記受信された伝送された信号を前記伝送周波数から中間周波数に受信
機中間周波数信号としてダウンコンバートするための、ある局部発振器周波数における局
部発振器信号を有する局部発振器を含む、受信機と、
　前記伝送された信号を前記伝送周波数から前記中間周波数に送信機中間周波数信号とし
てダウンコンバートするための、前記送信機と関連付けられた送信機ダウンコンバータと
、
　前記局部発振器信号を前記局部発振器から前記送信機ダウンコンバータに伝達するため
の、前記局部発振器から前記送信機ダウンコンバータへの基準信号経路と、
　前記受信機中間周波数信号と前記送信機中間周波数信号との間の位相差を測定するため
の位相コンパレータと
　を備える、システム。
（項目２）
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　前記送信機および受信機は、構成可能モジュールであり、前記システムは、送信機ポー
トおよび受信機ポートを有する、項目１に記載の無線周波数送受信機システム。
（項目３）
　前記送信機は、前記送信機ダウンコンバータを含む、項目１に記載の無線周波数送受信
機システム。
（項目４）
　前記位相差は、前記システムを較正するために使用される、項目１に記載の無線周波数
送受信機システム。
（項目５）
　伝送された信号を伴う送信機と、局部発振器信号および受信機中間周波数信号を伴う受
信機と、送信機ダウンコンバータとを有する、無線周波数送受信機システムを較正するた
めの方法であって、前記方法、
　前記ダウンコンバータを介して、前記局部発振器信号に従って、前記伝送された信号を
送信機中間周波数信号にダウンコンバートすることと、
　前記受信機中間周波数信号と前記送信機中間周波数信号との間の位相差を測定すること
と、
　前記位相差に従って、前記送受信機システムを較正することと
　を含む、方法。
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